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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　正極及び負極を含み、その両方が、イオン液体を含む非水電解液と導電接触している電
気化学デバイスであって、
　前記電気化学デバイスは、電気化学キャパシタ、光起電デバイス、電位差による電気化
学センサー、電界電量による電気化学センサー、バッテリー、燃料電池、及び電着デバイ
スからなる群から選択され、
　前記イオン液体は、少なくとも１種の複素環式アミンと、アミン窒素１モルあたり２．
８モル～３．２モルの無水フッ化水素との反応により形成され、且つ１００℃未満の融点
、１センチポアズと１０，０００センチポアズの間の粘度、及び１ミリジーメンス／ｃｍ
と６００ミリジーメンス／ｃｍの間の比導電率を有し、ここで、前記少なくとも１種の複
素環式アミンが、ピリジン又はα-ピコリンであることを特徴とする、電気化学デバイス
。
【請求項２】
　少なくとも１種の無水溶媒中に溶解された有効量のイオン液体を含む、酸化ケイ素を除
去するための無水エッチング溶液であって、前記イオン液体は、少なくとも１種の複素環
式アミンと、アミン窒素１モルあたり２．８モル～３．２モルの無水フッ化水素との反応
により形成され、且つ１００℃未満の融点、１センチポアズと１０，０００センチポアズ
の間の粘度、及び１ミリジーメンス／ｃｍと６００ミリジーメンス／ｃｍの間の比導電率
を有し、ここで、前記少なくとも１種の複素環式アミンが、ピリジン又はα-ピコリンで
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あることを特徴とする、無水エッチング溶液。
【請求項３】
　半導体基板から酸化ケイ素層を除去するための方法であって、請求項２記載の無水エッ
チング溶液を半導体基板の表面上の酸化ケイ素層と該酸化ケイ素層の一部が除去されるま
で接触させることを含む、前記方法。
【発明の詳細な説明】
【発明の開示】
【０００１】
　発明の背景
　本発明は、イオン液体とその調製法に関する。特に、本発明は、比較的低い温度で液体
であるイオン液体に関する。本発明に従った化合物は、約１００℃未満の温度で液体であ
り、好ましくは約６０℃未満で液体であり、より好ましくは周囲温度又はその付近で液体
である。
【０００２】
　目下、広い範囲の用途でイオン液体を溶媒として使用することに大きな関心が寄せられ
ている。イオン液体は、完全にイオンから構成され、ごくわずかな蒸気圧をもつ低融点の
塩である。可能性のある広い範囲のカチオン及びアニオンから慎重に選択することにより
、低温にて液体であるイオン液体を調製することができる。所定の最終用途について溶媒
としての液体の安定性を決定する極性や他の因子といった、数多くの他の溶媒特性は同様
に制御することができる。
【０００３】
　慣用的な有機溶媒は、典型的には揮発性液体であり、大量に使用され、含有するのが困
難である有害な蒸気を発生させるために、危険な化学薬品のリスト上で高くリストされて
いる。一方、イオン液体は、非揮発性、不燃性で、高度に安定な溶媒であり、かくして、
伝統的な揮発性有機溶媒の有望な代用品として急速に浮上している。
【０００４】
　イオン液体は工業用溶媒として有用性を有するだけではなく、例えば、プレパラティブ
・ケミストリー（preparative chemistry）において使用するための高度に極性のある溶
媒として、そして触媒として適している。イオン液体のごくわずかな蒸気圧により、分別
蒸留による生成物の分離が容易になる。また、イオン液体は、電気化学、例えば、バッテ
リー、燃料電池、光起電デバイスにおいて、また、電着プロセスにおいて特定の用途を有
する。
【０００５】
　国際出願No. PCT/GB00/01090は、亜鉛、スズ及び鉄のハロゲン化物の特定の第四級アン
モニウム塩であるイオン液体を開示している。開示されたイオン液体は、６０℃未満で液
体であり、製造するのに費用がかからないとのことである。亜鉛、スズ及び鉄のハロゲン
化物の第四級アンモニウム塩は、三塩化アルミニウムの第四級アンモニウム塩であった以
前の従来技術のイオン液体よりも水に対する感度が低いとのことである。
【０００６】
　Hagiwara et al., J. Fluorine Chem., 99, 1 (1999)及びJ. Electrochem. Soc., 149,
 D1(2002)は、最近、種々のイミダゾリウムフッ化物をフッ化水素と１：２．３の特定の
モル比で組合わせて含む幾つかのイオン液体を開示した。それとは別に、従来技術の塩は
、最小限に導電性であり、すべて粘性のある液体である。溶媒用途のために大きい流動性
をもち、また電気化学用途によく適している導電性をもつイオン液体に対する必要性が依
然として存在する。
【０００７】
　好ましい態様の具体的説明
　この必要性は本発明により充足される。目下のところ、アミン窒素あたりおよそ３モル
のフッ化水素を使用して複素環式アミンから形成されたイオン液体は、亜鉛、スズ及び鉄
のハロゲン化物の第四級塩より導電性が数桁大きいことを発見した。より具体的には、複
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素環式アミンをアミン窒素１モルあたり約２．８モル～３．２モルのフッ化水素と混合す
ると、従来技術の欠点が解決されるだけでなく、低い融点をはじめとする望ましい塩様（
salt-like）特性を有するイオン液体が得られることを発見した。また、本発明のイオン
液体は、望ましいことに、低い、水のような粘性を有する。
【０００８】
　従って、本発明の位置の側面によれば、複素環式アミンと、アミン窒素１モルあたり約
２．８モル～約３．２モルの無水フッ化水素との反応により形成される、約１００℃未満
の融点を有するイオン液体が提供される。
【０００９】
　本発明に従ったイオン液体は、本発明に従った単一の複素環式アミン、あるいは、２種
又はそれより多い複素環式アミンの塩からなっていてもよい。単一の複素環式化合物は、
その各々が塩に転化される複数のアミン窒素原子を含有していてもよい。
【００１０】
　本発明に従ったイオン液体は、プレパラティブ・ケミストリーなどの既知のイオン液体
用途において、また、触媒としても使用することができる。しかし、本発明のイオン液体
は、電気化学キャパシタ、光起電デバイス、電位差及び電解電量による電気化学センサー
、バッテリー、燃料電池、及び電着デバイスなどの電気化学デバイスのための非水電解液
として特に有用である。
【００１１】
　従って、本発明の別の側面によれば、正極及び負極を含み、その両方が非水電解液とし
ての本発明に従ったイオン液体と導電接触している、電気化学デバイスが提供される。
【００１２】
　本発明のイオン液体は、マイクロエレクトロニクスによる半導体製造に使用されるウェ
ットエッチング技術において使用するのに適している。特に、このイオン液体は、ケイ素
ウェーハ及び他の半導体基板上のＳｉＯ２層及び構造物をアルミニウムの存在下で選択的
にエッチングするのに使用することができる。このエッチングの選択性は、都合のよいこ
とに、ＭＥＭｓデバイス上の酸化ケイ素犠牲コーティングを除去するのに使用することが
できる。
【００１３】
　従って、本発明の別の側面によれば、有効量の本発明に従ったイオン液体が少なくとも
１種の無水溶媒中に溶解している、酸化ケイ素を除去するための無水エッチング溶液が提
供される。本発明の目的のため、酸化ケイ素は、ＳｉＯ２及び存在し得る他のケイ素酸化
物化合物であると定義される。
【００１４】
　本発明のイオン液体が溶解することができるあらゆる無水溶媒は、本発明の無水溶媒と
して使用することができる。一般的には、これらは極性無水溶媒である。従って、本発明
には、少なくとも１種の無水溶解は極性溶媒であるこれまでに説明したような組成物が含
まれる。
【００１５】
　このように、本発明は、酸化ケイ素層を半導体基板から除去することができる方法を提
供する。従って、本発明の更に別の側面によれば、酸化ケイ素層を半導体基板から除去す
るための方法であって、本発明に従った無水エッチング溶液を、酸化ケイ素の一部が除去
されるまで、半導体基板の表面上の酸化ケイ素層と接触させる方法が提供される。本発明
のこの側面の一態様にしたがえば、半導体基板はケイ素ウェーハである。本発明のこの側
面の別の態様にしたがえば、半導体基板は、酸化物コーティング犠牲層とともに少なくと
も１種のアルミニウム成分を含有する。
【００１６】
　本発明のイオン液体は、単独で、又は、２種若しくはそれより多くをともに混合した場
合にイオン液体として作用するが、複素環式アミンとフッ化水素との塩を形成することに
より調製される。本発明に関して使用するのに適する複素環式アミン類は、ピロール、イ
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ミダゾール、プリン、ピラゾール、ピリジン、ピリダジン、ピラジン、キノリン、キナゾ
リン、ピリミジンなどといった芳香族であってもよく、あるいは、完全に飽和であるピロ
リジン、ピロリドン、ピペラジン、ピペリジンなど、非芳香族であるが不飽和であるピロ
リンなどといった非芳香族であってもよい。
【００１７】
　本発明に関して使用するのに適する複素環式アミン類としては、５～７個の環員を含有
する単環式化合物であって、１～３個の環員がヘテロ原子であり、そのうち少なくとも１
個が窒素である化合物が挙げられる。他の適するヘテロ原子環員としては、酸素、硫黄な
どが挙げられる。１～３個の窒素原子を含有する単環複素環式アミンが好ましく、すべて
の環ヘテロ原子が窒素原子である構造がより好ましい。
【００１８】
　また、本発明に関して使用するのに適する複素環式アミン類としては、８～１４個の環
員をもち、１～３個のヘテロ原子を含有し、その少なくとも１個が窒素である、多環縮合
の２又は３個の環構造も挙げられる。８～１０個の環員を含有する多環の２環縮合構造が
好ましい。また、この環構造には、酸素、硫黄などの他のヘテロ原子が含まれていてもよ
い。１～３個の窒素を含有する多環縮合環構造が好ましく、すべての環へテロ原子が窒素
である構造が最も好ましい。
【００１９】
　本発明に関して使用するのに適する複素環式アミン類としては、同じ又は異なる単一環
構造、あるいは、（ビスピリジンなどの）互いに直接結合した多環の複合環構造のダイマ
ー及びトリマーが挙げられる。ダイマーが好ましい。互いに直接連結する代わりに、ダイ
マー及びトリマーの環構造は、適する二官能性リガンドにより連結していてもよい。
【００２０】
　また、本発明に関して使用するのに適する複素環式アミン類は、置換された環であって
もよい。単一の環置換基が存在していてもよく、あるいは、３個までの同じ又は異なる置
換基を使用してもよい。環置換基は、炭素原子又は適する窒素原子にくっつくことができ
る。
【００２１】
　適する環置換基の例としては、これらに限定されないが、ハロゲン（塩素、臭素、フッ
素及びヨウ素を含む）、アミノ、シアノ、ヒドロキシ、ニトロ、ケト、フェニル、炭素原
子１～３個の低級アルキル、炭素原子１～４個のアルケン又はアルキン、炭素原子３～６
個のシクロアルキル又はシクロアルケン、炭素原子１～４個のアルデヒド、－Ｒ１Ｃ（＝
Ｏ）Ｒ２、－Ｒ１ＯＲ２、－Ｒ１ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ２、－Ｒ１Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ２（式中、Ｒ

１は結合、炭素原子１～３個の低級アルキル、炭素原子２～３個のアルケン、又はフェニ
ルであり、Ｒ２は、水素、炭素原子１～３個の低級アルキル、炭素原子２～３個のアルケ
ン、又はフェニルである。）などが挙げられる。Ｒ１及びＲ２の低級アルキル基、アルケ
ン基、及びフェニル基は、更に場合により、１個又はそれより多いハロゲン、アミノ、シ
アノ、ヒドロキシ、ニトロ、フェニル、炭素原子１～３個の低級アルキル、及び炭素電子
１～３個の低級アルコキシで置換されていてもよい。好ましい置換基は、ＣａＨｂＢｒｃ

ＣｌｄＦｅＩｆＮｇＯｈ（式中、ａは１～３であり、ｂ、ｅは０～９であり、ｃ、ｄ、ｆ
、ｇは、各々０～２であり、ｂ～ｈの合計は１～９である（両端を含む）。）である。
【００２２】
　本発明に従った複素環式アミン塩は、約１００℃未満の融点を有する。本発明の目的の
ため、「融点」は示差走査熱量計により測定される。本発明の複素環式アミン塩の中では
、約６０℃未満の融点を有するものが好ましく、室温未満の融点を有する複素環式アミン
塩が更により好ましい。本発明の目的のため、室温は２５℃と定義する。また、本発明に
従った複素環式アミン塩は、振動リード粘度計を用いて室温で測定した場合に、約１～約
１００，０００センチポアズの粘度を有する。１０，０００センチポアズ未満の粘度が好
ましい。
【００２３】
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　本発明に従ったイオン液体は、フッ化水素などの腐蝕環境において導電率を測定するの
に適する一般的な導電率メーターにより測定したときに、約１～約６００ミリジーメンス
／ｃｍ（ｍＳ／ｃｍ）、好ましくは、約２０ミリジーメンス／ｃｍより大きい比導電率を
有する。
【００２４】
　本発明の範囲内の特定の複素環式アミン化合物の例としては、α－ピコリン（２－メチ
ル－ピリジン）、２－アミノ－３－メチルピリジン、ナイアシン、ナイシンアミド（ビタ
ミンＢ）、２－アミノ－ピリジン、β－ピコリン（３－メチルピリジン）、３－シアノピ
リジン、４－シアノピリジン、４－ジメチル－アミノピリジン、１，３－ジ－（４－ピラ
ジル）－プロパン、４－エチルピリジン、γ－ピコリン（４－メチルピリジン）、２，６
－ルチジン、３，５－ルチジン、混合ピコリン、混合アルキルピコリン、４－フェニルプ
ロピルピリジン、ポリアルキルピリジン、ピリドキシン（ビタミンＢ６）、３－ピリジル
カルビノール、２－ビニルピリジン、４－ビニルピリジンなどといった、ピリジン及び置
換ピリジン化合物が挙げられる。
【００２５】
　また、本発明に関して使用するのに適する非ピリジン複素環式アミン類の例としては、
２－エタノール－ピペリジン、１，３－ジ－（４－ピペリジニル）プロパンなどといった
、ピペリジン及び置換ピペリジン化合物；ピロール及び置換ピロール；ピロリジン及び置
換ピロリジン；Ｎ－メチルピロリドンなどのピロリドン及び置換ピロリドン；イミダゾリ
ン及び置換イミダゾリン；オキサゾール及び置換オキサゾール；チアゾール及び置換チア
ゾール；ピラゾール及び置換ピラゾール；ピロリン及び置換ピロリン；ピリミジン及び置
換ピリミジン；プリン及び置換プリン；キノリン及びイソキノリン、ならびに置換キノリ
ン及び置換イソキノリンなどが挙げられる。
【００２６】
　本発明に従ったイオン液体は、典型的には別の密封容器である無水ＨＦ供給源に密封状
態で連絡しているオートクレーブなどの攪拌器付きの金属製又はプラスチック製密封容器
中で、１種又はそれより多い複素環式アミンを化学量論量の無水ＨＦ、すなわち、アミン
窒素１モルあたり約２．８モル～約３．２モルの無水ＨＦと単に混合することにより、調
製することができる。この塩形成は高度に発熱性であることから、この容器（混合用）は
熱を除去するためにジャケット付であるものとする。これら容器（混合用及びＨＦ用）と
その間の連絡は、密封して無水ＨＦの環境への曝露から保護する。また、無水ＨＦはＯｌ
ａｈ試薬（その調製は米国特許No. 5,073,674に開示されている）の形態で送達してもよ
い。
【００２７】
　一般的には追加の試薬は使用しないが、ある環境においては、イオン液体、特に本発明
に従ったイオン液体である溶媒中で反応を実施することが都合のよい場合がある。塩生成
物の蒸気圧がごくわずかであることから、過剰な試薬は蒸留により容易に除去される。
【００２８】
　次いで、イオン液体ではなく好ましくは本質的に極性がある任意の溶媒、例えば、燃料
電池、電気化学キャパシタ、リチウムバッテリーなどの非水充電式バッテリー、光起電電
池などといった電気化学用途において使用するための溶媒を使用して、本発明のイオン液
体の粘性を溶解し、更に希釈してもよい。好ましい溶媒としては、プロピレンカーボネー
ト、アセトニトリルなどが挙げられる。
【００２９】
　本発明に従ったイオン液体としては、２種又はそれより多い本発明に従ったイオン液体
化合物の混合物が挙げられる。かかるイオン液体は、複素環式アミンの対応する混合物か
ら始めることにより調製してもよく、あるいは、各々のイオン液体化合物を個別に調製し
てから、組合わせてイオン液体混合物を形成してもよい。
【００３０】
　本発明に従ったイオン液体は、広い範囲の目的のために使用することができる；例えば
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、かかる液体は、極性であるが非水性である溶媒、又は蒸気圧がごくわずかである溶媒が
必要とされる、予備化学における化学反応などの用途を実施するのに有用である。また、
本発明に従ったイオン液体は、熱貯蔵流体としても使用することができる。これらイオン
液体は、更に、例えば、遷移金属錯体などのイオン種を溶解するための不活性媒体として
、また、単独又は他の金属イオンと複合化した後のいずれかに、触媒又は化学試薬として
、使用してもよい。
【００３１】
　そのために本発明のイオン液体が有用である、極性であるが非水性である溶媒が必要と
される溶媒系用途としては、セルロースリサイクル、ポリエチレンリサイクルなどの接触
分解反応、キラル触媒作用、Ｈｅｃｋ反応などのカップリング反応、スルホン化反応、ニ
トロ化反応、酸化反応、求核置換反応、オレフィン重合反応、アクチニド抽出、アルキル
化反応、ヒドロホルミル化反応、二量化反応、水添反応、ディールズ－アルダー反応、置
換反応、アリール化反応、フリーデル－クラフツ反応などが挙げられる。
【００３２】
　本発明のイオン液体は、電気化学キャパシタ、光起電デバイス、電位差又は電解電量に
よる電気化学センサー、バッテリー、燃料電池、及び電着デバイスなどの電気化学デバイ
スにおける非水電解液として使用するのに特に良く適合している。従って、本発明には、
正極及び負極が、本発明のイオン液体から本質的になる非水電解液と導電接触しているよ
うな電気化学デバイスが含まれる。他の慣用的な電解液添加物が存在していてもよい。こ
れらデバイスは他の点では慣用的なものであり、更なる説明を必要としない。当業者であ
れば、本発明に従ったイオン液体のかかるデバイスの非水電解液としての使用法を理解す
るであろう。
【００３３】
　また、本発明のイオン液体は、半導体基板から酸化ケイ素層を除去するための腐蝕液組
成物において使用するのに特に良く適合している。腐蝕液組成物は、１種又はそれより多
い無水溶媒中に１種又はそれより多い本発明に従ったイオン液体を有効量溶解することに
より調製される。好ましいイオン液体はピリジン・３ＨＦである。
【００３４】
　溶媒は、好ましくは本質的に極性があるものであり、プロピレンカーボネート、アセト
ニトリルなどの一般的な溶媒が挙げられる。好ましい無水溶媒は、ポリオール、カルボン
酸、カルボン酸の誘導体、有機硫黄化合物、これらの２種又はそれより多い混合物から選
択される。
【００３５】
　とりわけ、ポリオールの例としては、エチレングリコール、プロピレングリコール、ポ
リメチレングリコール、ポリエチレングリコール、及びグリセロールが挙げられる。特に
、比較的低い粘性をもつポリオールが好ましい。更に、ポリアルキレングリコール、特に
２５０～６，０００の数平均分子量をもつポリエチレングリコールも好ましく、より好ま
しくは、２５０～５，０００未満、特に２５０～１，０００の分子量を有する。
【００３６】
　カルボン酸としては、周囲条件において液体である、脂肪族、脂環式、及び芳香族の酸
が挙げられ、１又はそれより多い酸基を有していてもよい。とりわけ、例としては、ギ酸
、酢酸、及びプロピオン酸が挙げられる。また、それらのエステル又はアミドなどのカル
ボン酸の酸誘導体も適する溶媒である。更に、カルボン酸又はカルボン酸誘導体のアクリ
ル誘導体、を使用することが可能である。ヒドロキシル基及びハロゲンは、可能な置換基
のなかに含まれる。また、アミノカルボン酸も可能な溶媒のなかに含まれ、アセトトリル
などのニトリルも同様である。
【００３７】
　サルフェート、スルホネート、スルホキシド、スルホン、又はサルファイトなどの無水
有機硫黄化合物も適する溶媒であり、ＤＭＳＯ、ジメチルサルファイト、ジエチルサルフ
ァイト、グリコールサルファイト、ジメチルスルホン、ジエチルスルホン、ジプロピルス
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ルホン、ジブチルスルホン、テトラメチレンスルホン、メチルスルホラン、ジエチルスル
ホキシド、ジプロピルスルホキシド、ジブチルスルホキシド、テトラメチレンスルホキシ
ド、エチルメタンスルホキシド、１，４－ブタンジオールビス（メタンスルホネート）、
ジエチルサルフェート、ジプロピルサルフェート、ジブチルサルフェート、ジヘキシルサ
ルフェート、ジオクチルサルフェートなどが挙げられる。
【００３８】
　そのうえ、エチレンカーボネート、プロピレンカーボネート、ジメチルカーボネート、
ジエチルカーボネート、ジプロピルカーボネート、ジイソプロピルカーボネート、ジブチ
ルカーボネートも適する無水溶媒である。プロピレンカーボネートが特に好ましい。
【００３９】
　脂肪族及び芳香族アミンは、表面－活性特性を促進するが、これも腐蝕液組成物に添加
してもよい。炭素原子５～１２個の鎖長をもつ脂肪族アミンを使用するのが好ましい。ア
ミンは置換されていてもよく、溶解性の目的のために必要な場合は、とりわけ、ＯＨ基又
はハロゲン化物残基は可能な置換基である。
【００４０】
　イオン液体の濃度を調節して、１分あたり約１２５０オングストロームまでの酸化ケイ
素層除去速度を提供することができる。１分あたり１オングストロームの低い速度を得る
ことが可能である。これらの速度は、重量基準で約０．０１～約１０％、好ましくは、約
０．１～約５重量％のイオン液体濃度により得られる。
【００４１】
　半導体エッチング組成物において慣用的に使用される他の酸を当技術分野で認められる
量で添加してもよい。かかる酸の例としては、これらに限定されないが、フッ化水素酸、
フッ化スルホン酸、硫酸、硝酸、酢酸、オルトリン酸、臭化水素酸などが挙げられる。フ
ッ化アンモニウム及び他のフッ化化合物などの他の酸化ケイ素除去性化合物が存在するこ
とができる。
【００４２】
　本発明のエッチング組成物は、本発明の範囲内に含まれる多様な酸化ケイ素エッチング
プロセスに対して広く適用可能である。これらエッチングプロセスは本質的には慣用的で
あり、本発明のエッチング組成物中に水が存在しないことにより、アルミニウムの存在下
で酸化ケイ素層の高度に高い選択的な除去が可能となることを除いては、更なる説明を要
しない。本発明のエッチング組成物は、酸化ケイ素犠牲コーティング層を、マイクロ－エ
レクトロニックメカニカル（ＭＥＭｓ）デバイスのアルミニウムセンサーなどの、半導体
基板のアルミニウム成分から除去する方法に特によく適合しており、本発明のエッチング
方法はかかる方法を含む。
【００４３】
　本発明の数多くの好ましい態様のうち幾つかを以下の非限定的な実施例において説明す
る。
実施例１－　フッ化水素を伴うピリジン塩の形成
　約６０グラムの無水フッ化水素を、攪拌器付のオートクレーブ中に含有された約５５グ
ラムのピリジンにゆっくり添加し、ピリジン対ＨＦのモル比を１：３とした。反応の熱が
ひき混合物が冷却されたら、１１５グラムの液体を含有するオートクレーブを、ピリジン
より９０℃高くフッ化水素より１６０℃高い、１８０℃にて沸騰させた。この液体は、各
成分に分離することができなかった。この物質の分析により、イオン液体［ピリジン・Ｈ
＋］［Ｈ２Ｆ３］－（又はピリジン・３ＨＦ）としての新規化合物の構造が確認された。
純粋なイオン液体の導電率は、９８ｍＳ／ｃｍと測定された。この液体は、ガラスと反応
するＯｌａｈ試薬とは異なり、ホウケイ酸ガラスをエッチングしなかった。
【００４４】
　このイオン液体をプロピレンカーボネート中に溶解し（すべての割合において可溶であ
った）、導電率を測定した。導電率は、イオン液体濃度の関数として０～９８ｍＳ／ｃｍ
になめらかに変化した。
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【００４５】
　また、このイオン液体をアセトニトリル中に溶解し（同様に、すべての割合において可
溶であった）、導電率を測定した。導電率は、同様になめらかに変化し、約８０重量％の
イオン液体濃度において１０４ｍＳ／ｃｍの最大値であった。
実施例２－　フッ化水素を伴うα－ピコリン塩の形成
　約６０グラムの無水フッ化水素を、攪拌器付のオートクレーブ中に含有された約６９グ
ラムのα－ピコリンにゆっくり添加し、ピコリン対ＨＦのモル比を１：３とした。反応の
熱がひき混合物が冷却されたら、１２９グラムの液体を含有するオートクレーブを、α－
ピコリンより８０℃高くフッ化水素より１８０℃高い、２００℃にて沸騰させた。この液
体は、各成分に分離することができなかった。この物質の分析により、イオン液体［α－
ピコリン・Ｈ＋］［Ｈ２Ｆ３］－（又はα－ピコリン・３ＨＦ）としての新規化合物の構
造が確認された。純粋なイオン液体の導電率は、７３ｍＳ／ｃｍと測定された。この液体
は、ガラスと反応するＯｌａｈ試薬とは異なり、ホウケイ酸ガラスをエッチングしなかっ
た。
実施例３－　二酸化ケイ素のエッチング
　実施例１のピリジン塩の溶液を種々の濃度でプロピレンカーボネート中に溶解した。Ｍ
ＥＭｓデバイス製造に使用される二酸化ケイ素を被覆したケイ素ウェーハをその中に浸漬
した。エッチング速度は非常に速く、この速度はプロピレンカーボネート中のピリジン塩
濃度に比例していた。
【００４６】
　前述の実施例は、多種多様な溶媒用途において有用性があり、また、種々の電気化学デ
バイスのための非水電解液として製造することができる、本発明に従った多種多様な化合
物を説明している。前述の実施例から明らかな特性に基づけば、当業者にとっては、本発
明に従った化合物により広い範囲の他の用途が可能であること、及び、本発明は、実施例
には具体的に説明していないが、説明した原則を適用することにより得ることができる広
い範囲の化合物を含むことが明らかとなるであろう。
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